
(57)【要約】

【課題】　足裏のツボを効果的に刺激することができる

上、極めて優れた履き心地が得られる履物を提供する。

【解決手段】　本発明による履物1は、少なくとも１つ

の足裏ツボ刺激用突起3が、中底2上面の足裏ツボ対応箇

所に設けられているとともに、ドーム形の上面形状を有

する突起3と同数のクッション材4が、その頂部の下側に

突起3が位置するように中底2上面に接合されているもの

である。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も １ つ の 足 裏 ツ ボ 刺 激 用 突 起 (3)が 、 中 底 (2)上 面 の 足 裏 ツ ボ 対 応 箇 所 に 設 け ら
れ て い る と と も に 、 ド ー ム 形 の 上 面 形 状 を 有 す る 前 記 突 起 (3)と 同 数 の ク ッ シ ョ ン 材 (4)が
、 そ の 頂 部 の 下 側 に 前 記 突 起 (3)が 位 置 す る よ う に 中 底 (2)上 面 に 接 合 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 、 履 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 突 起 (3)が 、 突 起 形 成 部 材 (30)を 中 底 (2)上 面 の 足 裏 ツ ボ 対 応 箇 所 に 配 置 固 定 す る こ
と に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 履 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 突 起 形 成 部 材 (30)が 、 平 板 状 の ベ ー ス 部 (31)と 、 ベ ー ス 部 (31)の 中 心 部 分 か ら 立 ち
上 が っ た 上 方 凸 部 (32)と を 一 体 に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 履 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 突 起 (3)が 、 中 底 (2)の 足 裏 ツ ボ 対 応 箇 所 に 上 方 凸 部 (20)を 一 体 成 形 す る こ と に よ っ
て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 履 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 突 起 (3)が 、 内 部 に 空 洞 部 (3a)を 有 す る も の と な さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 履 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ク ッ シ ョ ン 材 (4)を 含 む 中 底 (2)上 面 が 、 上 面 被 覆 材 (5)で 覆 わ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 履 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 履 物 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 履 く こ と に よ っ て 足 裏 の ツ ボ を 刺 激 す る こ と が で
き る 履 物 に 関 す る 。
　 な お 、 本 発 明 に お い て 、 足 裏 の 「 ツ ボ 」 に は 、 「 反 射 ゾ ー ン （ 反 射 区 ） 」 と 称 さ れ る も
の も 含 ま れ る こ と と す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 足 裏 ツ ボ 刺 激 機 能 を 備 え た 靴 、 ス リ ッ パ 、 サ ン ダ ル 等 の 履 物 が 、 種 々 考 案 さ
れ 、 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の 履 物 と し て は 、 中 底 上 面 の ほ ぼ 全 体 に わ た っ て 多 数 の 小 突 起 が 形 成 さ れ た も の
が 知 ら れ て い る 。 こ の 履 物 は 、 ス リ ッ パ 等 の 室 内 履 物 に 多 く 見 受 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 上 記 以 外 に 、 中 底 上 面 の 足 裏 ツ ボ 対 応 箇 所 に 磁 石 が 配 さ れ る と と も に 、 磁 石 の 周
囲 に ス ポ ン ジ 等 の 弾 性 体 が 配 さ れ て な る 履 物 も 、 従 来 よ り 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 下 記 特
許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 者 の 履 物 の 場 合 、 こ れ を 履 く と 、 足 裏 の ツ ボ が 小 突 起 に よ り 押 圧 刺 激 さ れ 、 そ れ に よ
っ て 血 行 促 進 等 の 健 康 増 進 効 果 が も た ら さ れ る が 、 そ の 反 面 、 小 突 起 が 足 裏 に 直 接 当 た る
た め 、 足 裏 に 違 和 感 や 痛 み を 覚 え る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 後 者 の 履 物 の 場 合 、 こ れ を 履 く と 、 足 裏 の ツ ボ が 磁 石 か ら 出 た 磁 力 線 に よ っ て 刺 激 さ れ
、 そ れ に よ っ て 血 行 促 進 等 の 効 果 が も た ら さ れ る 。 ま た 、 磁 石 の 周 囲 に 配 さ れ た 弾 性 体 に
よ っ て 、 足 裏 へ の 磁 石 の 当 た り が 多 少 緩 和 さ れ る 。
　 し か し な が ら 、 こ の 履 物 の 場 合 、 磁 石 が 、 円 板 状 や 四 角 形 状 と い っ た 上 面 が 平 坦 で 面 積
の 大 き い も の で あ る た め 、 前 者 の 履 物 の よ う な 突 起 を 踏 む こ と に よ る 直 接 的 な ツ ボ 刺 激 効
果 は ほ と ん ど 期 待 で き ず 、 磁 石 か ら 出 た 磁 力 線 の み で は 足 裏 の ツ ボ を 効 果 的 に 刺 激 す る こ
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と が 難 し か っ た 。 ま た 、 磁 石 の 周 囲 に 弾 性 体 が 配 さ れ て い る と は い え 、 足 裏 に 硬 い 磁 石 が
直 接 当 た る た め 、 や は り 履 き 心 地 の 点 で 十 分 と は 言 え な か っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ６ １ － １ ６ ０ ７ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 足 裏 の ツ ボ を 効 果 的 に 刺 激 す る こ と が で き る 上 、 極 め て 優 れ た 履 き 心
地 が 得 ら れ る 履 物 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 履 物 は 、 少 な く と も １ つ の 足 裏 ツ ボ 刺 激 用 突 起 が 、 中 底 上 面 の 足 裏 ツ ボ 対
応 箇 所 に 設 け ら れ て い る と と も に 、 ド ー ム 形 の 上 面 形 状 を 有 す る 前 記 突 起 と 同 数 の ク ッ シ
ョ ン 材 が 、 そ の 頂 部 の 下 側 に 前 記 突 起 が 位 置 す る よ う に 中 底 上 面 に 接 合 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 履 物 に あ っ て は 、 こ れ を 履 く と 、 ク ッ シ ョ ン 材 に よ っ て 体 重 や 歩 行 荷 重 に よ る 力
が 分 散 さ れ つ つ 、 ク ッ シ ョ ン 材 の 頂 部 の 下 側 に 位 置 す る 断 面 積 の 小 さ い 突 起 に よ っ て 足 裏
の ツ ボ が 押 圧 さ れ る 。
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 履 物 に よ れ ば 、 突 起 に よ っ て 足 裏 の ツ ボ を 効 果 的 に 刺 激 す る こ と
が で き る 上 、 ド ー ム 形 の 上 面 形 状 を 有 す る ク ッ シ ョ ン 材 が 突 起 へ の 力 の 集 中 を 回 避 し つ つ
足 裏 に フ ィ ッ ト す る の で 、 足 裏 に 違 和 感 や 痛 み を 覚 え る こ と な く 、 き わ め て 快 適 な 履 き 心
地 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 履 物 に お い て 、 前 記 突 起 が 、 突 起 形 成 部 材 を 中 底 上 面 の 足 裏 ツ ボ 対 応 箇 所
に 配 置 固 定 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 場 合 、 中 底 の 形 状 等 に 応 じ て 、 突 起 の 数 や 位 置 を 、 任 意 に か つ 簡 単 に 設 定 す る こ
と が 可 能 で あ り 、 特 に 少 量 生 産 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 場 合 に お い て 、 突 起 形 成 部 材 が 、 円 板 状 の ベ ー ス 部 と 、 ベ ー ス 部 の 中 心 部 分 か ら
立 ち 上 が っ た 上 方 凸 部 と を 備 え て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 突 起 形 成 部 材 を 、 上 記 の よ う な 構 造 と す れ ば 、 ベ ー ス 部 の 存 在 に よ り 中 底 上 面 に 安 定 的
に 配 置 固 定 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 上 方 凸 部 の 形 状 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 先 端 部 の 断 面 積 が 小 さ い も の 程 、 よ り 高 い 足
裏 ツ ボ 刺 激 効 果 が 期 待 で き る 。 好 ま し く は 、 上 方 凸 部 は 、 足 裏 ツ ボ 刺 激 効 果 と 安 定 性 ・ 強
度 と を 考 慮 し て 、 先 端 部 に い く に つ れ て 次 第 に 断 面 積 が 小 さ く な る よ う な 山 形 状 と な さ れ
る 。
　 突 起 形 成 部 材 の 材 料 は 、 ク ッ シ ョ ン 材 の 材 料 よ り も 硬 く 、 足 裏 ツ ボ を 押 圧 刺 激 し 得 る 程
度 の 硬 さ を 有 す る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 ゴ ム 、 Ｔ Ｒ や Ｐ Ｖ Ｃ 等 の 熱
可 塑 性 樹 脂 、 磁 石 等 を 用 い る こ と が で き る 。
　 突 起 形 成 部 材 は 、 通 常 、 ク ッ シ ョ ン 材 下 面 に お け る 頂 部 の 下 側 部 分 に 形 成 さ れ た 凹 部 に
収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 履 物 に お い て 、 前 記 突 起 が 、 中 底 の 足 裏 ツ ボ 対 応 箇 所 に 上 方 凸 部 を
一 体 成 形 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 場 合 、 中 底 に 一 体 成 形 さ れ た 上 方 凸 部 に よ っ て 前 記 突 起 が 形 成 さ れ る た め 、 そ の 分
だ け 製 造 工 程 が 減 り 、 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る の で 、 特 に 大 量 生 産 に 適 し て い る
。 上 方 凸 部 を 一 体 に 備 え た 前 記 中 底 は 、 ク ッ シ ョ ン 材 の 材 料 よ り も 硬 い 材 料 で 形 成 さ れ て
い れ ば よ い が 、 通 常 、 Ｐ Ｖ Ｃ 等 に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 ク ッ シ ョ ン 材 の 材 料 は 、 ゴ ム 弾 性 を も つ も の で あ れ ば 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 例 え ば 、
ラ テ ッ ク ス 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 Ｅ Ｖ Ａ 等 の 発 泡 体 を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 ク ッ シ ョ ン
材 を 、 材 料 や 硬 度 が 異 な る ２ 以 上 の 層 構 造 を 有 す る も の と す る こ と も 可 能 で あ る 。 ク ッ シ
ョ ン 材 は 、 そ の 上 面 形 状 が ド ー ム 形 （ 横 か ら 見 て 緩 や か な 曲 線 を 描 く 山 形 ） で あ れ ば よ く
、 ま た 、 平 面 形 状 に つ い て は 、 円 形 の 他 、 楕 円 形 、 卵 形 等 で あ っ て も よ い 。 ク ッ シ ョ ン 材
の 下 面 は 、 フ ラ ッ ト と な さ れ る が 、 前 記 の 通 り 、 通 常 、 頂 部 の 下 側 に 位 置 す る 部 分 に 突 起
収 容 用 凹 部 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 履 物 に お い て 、 前 記 突 起 が 、 内 部 に 空 洞 部 を 有 す る も の と な さ れ て い る 場
合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 場 合 、 体 重 や 歩 行 荷 重 に よ る 力 が 加 え ら れ た 際 に 、 突 起 が 、 空 洞 部 の 存 在 に よ り 若
干 弾 性 変 形 し 、 そ れ に よ っ て 足 裏 へ の 突 起 の 当 た り が よ り 緩 和 さ れ 、 履 き 心 地 が よ く な る
。 な お 、 突 起 は 、 空 洞 部 を 有 し な い 中 実 状 の も の で あ っ て も 勿 論 よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 履 物 に お い て 、 ク ッ シ ョ ン 材 を 含 む 中 底 上 面 が 、 上 面 被 覆 材 で 覆 わ
れ て い る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の 場 合 、 ク ッ シ ョ ン 材 が 上 面 被 覆 材 に よ っ て 覆 い 隠 さ れ る た め 、 見 栄 え が 良 く 、 履
物 と し て の デ ザ イ ン 性 が 損 な わ れ な い 。
　 上 面 被 覆 材 の 材 料 は 、 中 底 上 面 を カ バ ー す る も の と し て 通 常 用 い ら れ て い る 公 知 の 材 料
の 中 か ら 適 宜 に 選 択 す れ ば よ い が 、 厚 み や 硬 度 が 大 き く な り す ぎ る と 、 突 起 に よ る 足 裏 ツ
ボ 刺 激 効 果 や ク ッ シ ョ ン 材 に よ る 緩 衝 効 果 が 十 分 に 発 揮 さ れ な い お そ れ が あ る の で 、 そ の
点 に 配 慮 す る 必 要 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 本 発 明 を
サ ン ダ ル に 適 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 に よ る サ ン ダ ル (1)は 、 ５ つ の 足 裏 ツ ボ 刺 激 用 突
起 (3)が 、 中 底 (2)上 面 の ５ つ の 足 裏 ツ ボ 対 応 箇 所 に 設 け ら れ て い る と と も に 、 ド ー ム 形 の
上 面 形 状 を 有 す る 突 起 (3)と 同 数 の ５ つ の ク ッ シ ョ ン 材 (4)が 、 こ れ ら の 頂 部 の 下 側 に 各 突
起 (3)が 位 置 す る よ う に 中 底 (2)上 面 に 接 合 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 突 起 (3)は 、 足 裏 の 踵 部 中 央 （ ＝ 失 眠 ） 、 足 裏 の 中 心 線 上 に お け る 土 踏 ま ず 部 よ り も や
や 後 方 部 分 、 足 裏 の 中 心 線 上 に お け る 土 踏 ま ず 部 よ り も や や 前 方 で あ っ て 足 指 を 折 り 曲 げ
た 際 に く ぼ み が で き る 部 分 （ ＝ 湧 泉 ） 、 足 裏 に お け る 第 ２ 指 の 付 け 根 と 第 ３ 指 の 付 け 根 と
の 間 の 部 分 （ ＝ 裏 内 庭 ） 、 お よ び 足 裏 に お け る 第 ３ 指 の 付 け 根 と 第 ４ 指 の 付 け 根 と の 間 の
部 分 に 対 応 す る よ う に 、 中 底 (2)上 面 に 設 け ら れ て い る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 各 突 起 (3)は 、 突 起 形 成 部 材 (30)を 中 底 (2)上 面 の 足 裏 ツ ボ 対 応 箇 所 に 配 置 固 定 す る こ と
に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
　 突 起 形 成 部 材 (30)は 、 Ｐ Ｖ Ｃ 製 で あ っ て 、 図 ３ に 詳 し く 示 す よ う に 、 平 板 状 の ベ ー ス 部
(31)と 、 ベ ー ス 部 (31)の 中 心 部 分 か ら 立 ち 上 が っ た 上 方 凸 部 (32)と を 一 体 に 備 え て い る 。
ベ ー ス 部 (31)は 、 円 板 状 の も の で あ っ て 、 周 辺 部 か ら 中 心 部 に 向 か う に つ れ て 次 第 に 上 面
側 に 厚 み が 増 す よ う な 断 面 形 状 を 有 し て い る 。 上 方 凸 部 (32)は 、 先 端 部 が 丸 み を 帯 び た 比
較 的 急 な 山 形 の 断 面 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ク ッ シ ョ ン 材 (4)は 、 ラ テ ッ ク ス フ ォ ー ム 製 で あ っ て 、 な だ ら か な 山 形 の 断 面 形 状 を 有
す る と と も に 、 ほ ぼ 円 形 の 平 面 形 状 を 有 し て い る 。 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 ク ッ シ
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ョ ン 材 (4)の 下 面 に は 、 突 起 形 成 部 材 (30)を 収 容 す る た め の 凹 部 (41)が 形 成 さ れ て い る 。
ク ッ シ ョ ン 材 (4)は 、 通 常 、 接 着 剤 に よ っ て 中 底 (2)上 面 に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 中 底 (2)は 、 Ｐ Ｖ Ｃ 製 の 中 底 本 体 (21)と 、 中 底 本 体 (21)の 下 面 に 接 合 さ れ た 板 紙 製 の 中
底 芯 (22)と を 備 え て い る 。 中 底 本 体 (21)の 上 面 に は 、 足 裏 に お け る 中 心 線 上 の 土 踏 ま ず 部
に 対 応 す る 部 分 に 、 な だ ら か な 山 形 の 隆 起 部 (211)が 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 隆 起 部 (211)
は 、 足 裏 に 沿 う よ う に 、 ほ ぼ 卵 形 の 平 面 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ク ッ シ ョ ン 材 (4)を 含 む 中 底 (2)上 面 は 、 上 面 被 覆 材 (5)に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 上 面 被
覆 材 (5)は 、 合 成 樹 脂 製 ま た は 布 製 で あ っ て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 周 縁 部 が 下 側 に 折
り 込 ま れ て 、 中 底 (2)の 周 面 に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 中 底 (2)は 、 本 底 (6)の 上 面 に 接 合 さ れ て い る 。 本 底 (6)は 、 Ｅ Ｖ Ａ フ ォ ー ム 製 の 本 底 本
体 (61)と 、 本 底 本 体 (61)の 踵 部 に 埋 設 さ れ た 木 製 の ヒ ー ル 芯 (62)と を 備 え て い る 。 本 底 (6
)の 下 面 に は 、 ゴ ム 製 ま た は 合 成 樹 脂 製 の 接 地 底 (7)が 接 合 さ れ て い る 。 中 底 (2)の 周 面 お
よ び 本 底 (6)の 周 面 は 、 周 面 被 覆 材 (8)に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 以 上 に よ り 、 サ ン ダ ル (1)
の 底 (10)が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 サ ン ダ ル (1)は 、 前 後 ２ つ の 前 バ ン ド (9A)(9B)と 、 両 端 が 後 側 の 前 バ ン ド (9B)に
連 結 さ れ た 後 バ ン ド (9C)と を 備 え て い る 。 詳 し い 図 示 は 省 略 し た が 、 ２ つ の 前 バ ン ド (9A)
(9B)は 、 こ れ ら の 両 端 部 が 中 底 (2)と 本 底 (6)と の 間 に 挟 み 込 ま れ る こ と に よ り 、 底 (10)に
取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 の サ ン ダ ル (1)に あ っ て は 、 こ れ を 履 く と 、 ク ッ シ ョ ン 材 (4)に よ っ て 体 重 や 歩 行 荷
重 に よ る 力 が 分 散 さ れ つ つ 、 ク ッ シ ョ ン 材 (4)の 頂 部 の 下 方 に 位 置 す る 突 起 (3)に よ っ て 、
足 裏 の ツ ボ が 押 圧 さ れ る 。 し た が っ て 、 上 記 の サ ン ダ ル (1)に よ れ ば 、 先 端 部 の 断 面 積 が
小 さ い 突 起 (3)に よ っ て 足 裏 の ツ ボ を 効 果 的 に 押 圧 刺 激 す る こ と が で き る 上 、 ド ー ム 形 の
上 面 形 状 を 有 す る ク ッ シ ョ ン 材 (4)が 突 起 (3)へ の 力 の 集 中 を 回 避 し つ つ 足 裏 に フ ィ ッ ト す
る の で 、 足 裏 に 違 和 感 や 痛 み を 覚 え る こ と な く 、 き わ め て 快 適 な 履 き 心 地 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 上 記 の サ ン ダ ル (1)の 場 合 、 突 起 (3)が 、 突 起 形 成 部 材 (30)を 中 底 (2)上 面 の 足 裏
ツ ボ 対 応 箇 所 に 配 置 固 定 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る の で 、 中 底 (2)の 形 状 等 に 応 じ
て 突 起 (3)の 数 や 位 置 を 調 整 す る こ と が 容 易 で あ り 、 特 に 少 量 生 産 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ は 、 足 裏 ツ ボ 刺 激 用 突 起 の 変 形 例 を 示 す も の で あ る 。 図 ４ の 突 起 (3)は 、 そ の 内 部
に 空 洞 部 (3a)を 有 す る も の と な さ れ て い る 。 上 記 突 起 (3)は 、 図 １ ～ 図 ３ の 突 起 (3)と 同 じ
く 、 突 起 形 成 部 材 (30)の 上 方 凸 部 (32)に よ っ て 形 成 さ れ て い る が 、 上 方 凸 部 (32)内 が 、 ベ
ー ス 部 (31)の 下 面 中 心 部 に 開 口 し た 中 空 状 と な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ の よ う に 突 起 (3)が 空 洞 部 (3a)を 有 し て い れ ば 、 該 突 起 (3)に 体 重 や 歩 行 荷 重 の 力 が
加 え ら れ た 際 、 空 洞 部 (3a)の 存 在 に よ り 若 干 弾 性 変 形 し 、 そ れ に よ っ て 足 裏 へ の 突 起 (3)
の 当 た り が 緩 和 さ れ 、 履 き 心 地 が 更 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ お よ び 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す も の で あ る 。
　 こ の 実 施 形 態 も 、 本 発 明 を サ ン ダ ル に 適 用 し た も の で あ っ て 、 以 下 の 点 を 除 い て 、 図 １
～ 図 ３ に 示 す 第 １ の 実 施 形 態 の サ ン ダ ル と 実 質 的 に 同 じ で あ る 。 即 ち 、 図 ５ お よ び 図 ６ に
示 す サ ン ダ ル に あ っ て は 、 各 突 起 (3)が 、 中 底 (2)の 足 裏 ツ ボ 対 応 箇 所 に 上 方 凸 部 (20)を 一
体 に 成 形 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 上 方 凸 部 (20)は 、 Ｐ Ｖ Ｃ よ り な る 中
底 本 体 (21)を 作 製 す る 際 に 、 該 中 底 本 体 (21)の 足 裏 ツ ボ 対 応 箇 所 を 上 面 側 に 向 か っ て 山 形
に 隆 起 さ せ る こ と に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 サ ン ダ ル の 場 合 、 中 底 (2)に 一 体 成 形 さ れ た 上 方 凸 部 (20)に よ っ て 突 起 (3)が 形 成 さ
れ る た め 、 そ の 分 だ け 製 造 工 程 が 減 り 、 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る の で 、 特 に 大 量 生 産
に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す も の で あ る 。
　 こ の 実 施 形 態 も 、 本 発 明 を サ ン ダ ル に 適 用 し た も の で あ っ て 、 以 下 の 点 を 除 い て 、 図 １
～ 図 ３ に 示 す 第 １ の 実 施 形 態 の サ ン ダ ル (1)と 実 質 的 に 同 じ で あ る 。 即 ち 、 図 ７ に 示 す サ
ン ダ ル に あ っ て は 、 中 底 (2)の 上 面 に 設 け ら れ る 突 起 (3)お よ び ク ッ シ ョ ン 材 (4)(4A)の 数
が 、 そ れ ぞ れ ４ つ と な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 各 突 起 (3)は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 足 裏 の 踵 部 中 央 （ ＝ 失 眠 ） 、 足 裏 の 中 心 線 上 に お け
る 土 踏 ま ず 部 の ほ ぼ 中 央 部 分 （ ＝ 足 心 ま た は 腎 泉 ） 、 足 裏 に お け る 第 ２ 指 の 付 け 根 と 第 ３
指 の 付 け 根 と の 間 の 部 分 （ ＝ 裏 内 庭 ） 、 お よ び 足 裏 に お け る 第 ３ 指 の 付 け 根 と 第 ４ 指 の 付
け 根 と の 間 の 部 分 に 対 応 す る よ う に 、 中 底 (2)上 面 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 突 起 (3)の １ つ が 、 中 底 (2)上 面 の 足 心 ま た は 腎 泉 に 対 応 す る 箇 所 に
設 け ら れ て い る た め 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 中 底 本 体 (21)の 上 面 に は 、 図 １ の よ う な 隆 起 部
は 形 成 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ４ つ の ク ッ シ ョ ン 材 の う ち 、 足 心 ま た は 腎 泉 に 対 応 す る 箇 所 に 配 さ れ る 突 起 (3)を 覆 う
１ つ の ク ッ シ ョ ン 材 (4A)が 、 図 １ の 隆 起 部 (211)と ほ ぼ 同 様 の 卵 形 の 平 面 形 状 を 有 す る も
の と な さ れ て い る が 、 残 り の ３ つ の ク ッ シ ョ ン 材 (4)は 、 ほ ぼ 円 形 の 平 面 形 状 を 有 す る も
の と な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 面 被 覆 材 (5)の 上 面 に は 、 ４ 組 の 突 起 (3)お よ び ク ッ シ ョ ン 材 (4)に 対 応 す る ４ 箇 所 に
、 こ れ ら 突 起 (3)お よ び ク ッ シ ョ ン 材 (4)の 位 置 を 示 す た め の 表 示 部 (51)が 印 刷 に よ り 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 上 記 の 各 実 施 形 態 は 例 示 に す ぎ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 要 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 内 で 適 宜 に 変 更 を 加 え た 上 で 本 発 明 を 実 施 す る こ と も 勿 論 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る サ ン ダ ル の 中 底 を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る サ ン ダ ル の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の III－ III線 に 沿 う サ ン ダ ル の 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 足 裏 ツ ボ 刺 激 用 突 起 の 変 形 例 を 示 す も の で あ っ て 、 図 ３ に 相 当 す る サ ン ダ ル の 部
分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る サ ン ダ ル の 中 底 を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の VI－ VI線 に 沿 う サ ン ダ ル の 中 底 の 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る サ ン ダ ル の 中 底 を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
(1)： サ ン ダ ル （ 履 物 ）
(2)： 中 底
(20)： 上 方 凸 部
(3)： 足 裏 ツ ボ 刺 激 用 突 起
(3a)： 空 洞 部
(30)： 突 起 形 成 部 材
(31)： ベ ー ス 部
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(32)： 上 方 凸 部
(4)： ク ッ シ ョ ン 材
(5)： 上 面 被 覆 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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